
　東
ひがし

川
かわ

嘉
か

一
いち

さん（必佐）は、平成13年から現在に至るまで
25年以上保護司として活動しておられ、このたび、春の瑞
宝双光章を受章されました。
　保護司は、罪を犯した人や非行に至った人たちの立ち直
りを地域で支えるボランティアのことです。再犯や再非行
を防ぐことで、新たな被害者や加害者を生まない安全で安
心な地域社会を築くことに取り組まれています。
　また、地域の犯罪や非行を予防するため、小・中学校で
の朝のあいさつ運動や下校時の見守り活動等を行っておら
れます。
　今年２月には日野地区保護司会の活
動拠点として、役場敷地内にサテライ
ト型更生保護サポートセンターが設立
されました。東川さんはこのサポー
トセンターの設立にも関
わってこられ、町内の安全
安心なまちづくりに貢献さ
れています。
　このたびの受章、誠にお
めでとうございます。

　中
なか

西
にし

紘
ひろ

子
こ

さん（必佐）が、5月17日（日）〜
22日（金）にドイツで開催されたフィギュアス
ケートのマスターズ大会「国際アダルト選手権」
において、女子アーティスティック部門で初優
勝、フリー部門で準優勝を果たされました。世
界の元トップ選手も出場するハイレベルな国際
大会で、表現力と安定した演技が評価されまし
た。
　帰国後、大会の報告に来庁され「いくつになっ
ても挑戦するこ
との大切さ」や、
今後もさらなる
演技の完成度を
めざして練習を
重ねていく決意
を語られました。

国際大会で初優勝

　中
なか

野
の

喜
き

美
み

子
こ

さん（西桜谷）が、35年間にわた
る更生保護活動の功績により法務大臣賞を受賞
されました。
　中野さんは、犯罪予防のための地域での取り
組みや、罪を犯した人や非行のある青少年への
寄り添いを通じて、悩みに耳を傾け、社会復帰
への支援を続けてこられました。厳しい環境下
での活動を通じ、
青少年の孤独感の
緩和等に尽力さ
れ、地域社会の安
全等に大きく貢献
されました。今後
も更生保護活動の
推進に取り組まれ
ることが期待され
ます。
　このたびの受
賞、誠におめでと
うございます。

瑞
ず い

宝
ほ う

双
そ う

光
こ う

章
しょう

を受章法務大臣賞を受賞 

寄付･寄贈のお礼
中学校に
教育振興備品を
寄贈いただきました

　７月１日（水）、日野町ゴル
フ協会様から、34万円分の中
学校教育振興備品を寄贈いた
だきました。これは、蒲生ゴル
フ俱楽部で開催された「日野町ゴルフ協会チャリティゴ
ルフコンペ」の参加者304名と町内３か所のゴルフ場か
ら寄せられたもので、コンペ当日に北

きた

村
むら

校長に目録が手
渡されました。
　日野町ゴルフ協会様からはこれまでも町内の小学校や
図書館、幼稚園、保育所などにも寄付・寄贈をしていた
だいており、今回で21回目となります。
　大切に活用させていただきます。

ありがとうございました
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と
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小型ポンプの部優勝 ポンプ車の部優勝

地域おこし協力隊
活動記

　３月から活動している地域おこし協力隊の西川です。移住促進の目的で、お試し移住など
の仕組みづくりを行っています。
　日野菜の赤紫と白の鮮やかな色合いが目を引き、日野菜の歴史にも興味があり、着任して
から何でもやってみようという思いから、農業にチャレンジすることにしました。町に伝統
野菜があることは大変誇らしいことで、移住希望者に収穫や自然体験ができる企画を考えたいと思い、日野菜の
収穫を体験してきました。
　鎌掛の農家さんから日野菜の生産の流れを教えていただきましたが、温度管理や肥料のあげ方、収穫の方法は、
農業に関わることが初めての私にとって、これまでにない特別な体験でした。
　畑に行って、まず間引き作業です。抜いてみると、約５cmの小さな日野菜がすでに形になっています。そして、
追肥・中耕・土寄せです。株間の土の中に空気が入るよう耕し、山を作る感じで株元に土を寄せ、肥料を効果的

に吸収させます。
　収穫の日は、早朝４時半に畑へ。収穫できそうな太さ、葉っぱの数で目処をつけ、
グリグリと回しながら、抜いていきます。スポッと抜けるとちょっとした快感です。
葉についた朝露が日の出と共に輝きはじめ、美しい光景を見ることができました。
　漬物が定番の日野菜ですが、教えてもらった食べ方が、シンプルに塩とオリー
ブオイル。自分で収穫した日野菜だけに、格別においしかったです。
　土に触れ、山に囲まれた自然の中での体験や日野菜の魅力をさらに広めていき、
多くの人を引き付けたいと感じた一日でした。

　町では、「地域おこし協力隊」の廣
ひろ

瀬
せ

圭
けい

さんと西
にし

川
かわ

みさ枝
え

さんの2名が
「移住・定住の促進」や「関係人口の創出・拡大」に関する施策の企画・
推進に取り組んでいます。
　このコーナーでは、地域に根差し、新たな風を
吹き込む隊員の活動や思いを紹介します。

企画振興課　企画人権担当　☎ 0748-52-6552問

みんなで収穫した日野菜

　

６
月
14
日
（
日
）、
消
防
器
具
の
安
全
な
操
作
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
野
消
防
署
で
ポ
ン
プ
操

法
訓
練
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

団
員
や
ご
家
族
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
訓
練
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
ど
の
チ
ー
ム
も
見
事
な
操

法
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
実
際

の
火
災
現
場
で
も
訓
練
の
成
果
を
い
か
し
て
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
を
支
え
る
ご
家
族
や
地
域
、

職
場
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

7 広報ひの　2026.08


